
目的のある会話

心の整理ができる

傾聴ライターに話をすることで、社会との接点が生まれます。

たとえ会話の内容があいまいでも、

相手の話を聴いたり、

自分が何かを伝えようとする

目的のある会話が大切です。

気を使ったり、笑ったりすることも

重要なのです。

話すことで、自分の中で整理ができていない気持ちをまとめることができます。

楽しいこと、苦しいこと、嬉しいこと、悲しいこと……。

長い人生には消化しきれなかった思いがたくさんあるものです。

人生を語る時間は、自分を見つめる時間。

客観的に自分をみて、整理していくことができます。

話
す
と
い
う
す
て
き
な
こ
と

認知症の方が語る意味
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自分はこれでいい

過去を捉え直す

思い出される全ての記憶が

幸せなものだとは限らないでしょう。

それでも、これが自分だと確認し、

「かけがえのない人生」と思えることで、

自信を持てるようになります。

思い出すだけでも悲しくなる記憶。

それが、「あんなこと、こんなこと」と話しているうちに

「まあ、そんなに悪くなかったかもしれない」と

思えるようになるかもしれません。

記憶が補われ、違う側面が見えてきて、

過去の捉え方が変わることもあるのです。
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